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論 文 の 内 容 の 要 旨

人口が多く､国土の狭い日本では､生産活動が奥山まで及ぶ｡そこ●で､

野生動物と人間活動(とくに農林業)との乱轢が生じる｡大型ゐ野生動物が

健全に生存してゆくには広大な生息地が必要である｡

中部山岳地帯に生息する大型野生晴乳類､特にニホンザルとツキノワグ

マの2種について､生息の実態を明らかにし､それらによる保全への提言を

している｡ニホンザルは｢群れ｣生活をし､縄張りを持っ｡ツキノワグマは

｢単独｣生活をし縄張りは持たない｡両者とも広い行動圏を持ち､秋には河

畔林のミズナラ林にてドングリ(堅果)を食べ､冬に備える｡ニホンザルは

雪中にて越冬し､冬でも餌をとる｡ツキノワグマは樹洞に入り､.冬眠をする｡

越冬後は山の植物を主に食べ､広い範囲を餌を求めて行動する｡

ニホンザルでは群れの中心のメスを掃獲､ツキノワグマでは描獲した各

個体にそれぞれテレメーターをつけ､その行動を追った｡羊ホンザルは山麓

から亜高山まで生息する29群と亜高山帯から高山帯までを利用している8

群､ツキノワグマは亜高山帯･高山帯で描獲した9頭を追いかけた｡それに

よると､ニホンザルでは(1)過去の狩猟や拡大造林など人為的要因が自然

群の分布に大きく関わっている｡(2)亜高山帯･高山帯にも広く分布してい

る｡サルの行動を規制する要因.に亜高山帯下部の常緑針葉樹林帯の分布と崩

落地の分布が大きいことが分かった｡(3)6月から11月の間に限り､標高

2000mを越える亜高山帯･高山帯へ出現する｡'(4)越冬地は■1600m以下の
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山地帯の●落葉広葉樹林であった｡(5)▼耕作地周辺の環境が利用可能な星山群

(12群)とそれらの環境が利用できなくて落葉広葉樹林に生息する非星山群

(10群)の生息密度は里山群の方が3倍高い｡餌資源が多いと個体群も大き

い｡■

一方､ツキノワグマでは､(1)2000mを越す亜高山帯･高山帯に生息す

るツキノワグマは季節移動を行っていた｡8,月までは亜高山帯から革山帯を

利用し､9月中旬以降は1600m以下の落葉広葉樹林を利用していた｡(2)追

跡個体の行動圏は著しく重複し､ツキノワグマには縄張りは認められなかっ

た｡(3)山地帯で捕獲した19頭のうち､2頭が北アルプスの高山帯を利用し､

3頭が農作物への加害が理由で有害駆除された｡(4)19頭すべての個体は､

9月から11月の秋に落葉広葉樹林への依存度が高く､冬眠に備えたミズナラ

などのドングリの食いだめを行っていることが示唆された｡

ニホンザルは､松本平と接する山地帯から､亜高山帯･高山帯に至るさ

まざまな生息環境全てを利用して生息している｡このような､ニホンザルの

持つ寒冷･多雪地への適応能力は特筆される｡しかし､-非積雪期に亜高山帯･

高山帯を利用する群れは､積雪期には標高を下げ､最も生息条件の厳しい冬

季には落葉広葉樹林に依存している｡ニホンザルの生存は､落棄広葉樹林に

より保証されていると考えられる｡ツキノワグマは､亜高山帯･高山帯に生

息する個体は､秋期には高度を下げ落葉広葉樹林で､冬眠に備えて貯食を行

う､秋期の食物条件により､ツキノワグマの繁殖成功率が左右される■と考え

られている｡

そこで､大型晴乳癌の個体群の健全な生存を保障し､北アルプスの山岳

生態系を保全するために1ま､山麓を含めた広範囲の保護管理策の実施が必要

であると考えられる｡現在､北アルプス山麓におし†て大型噂乳類による農林

業被害は極めて深刻である｡これまでの有害駆除に頼った方策から､長期的

展望にたった生息環境管理を中心とした保護管理策への転換がひつようであ

る｡

審 査 結 果 の 要 旨

平成16年1月14日,一宿州大学農学部において学力筆記試験が行われ,次いで審査員全員出
席のもとに公開審査発表会が開かれ,約30分間にわたる口頭発表と,約30分間の質疑応答が行
われた｡

中部山岳地帯に生息する大型野生哺乳類,とくにニホンザルとツキノワグマの2種について,
生息実態の把握と,それによる保全への提言をしている｡本論文は高山帯でのニホンザル･ツキ

ノワグマの活動状況を初めて紹介したも甲である;ニホンザルは｢群れ｣をつくり生活をし,縄張り
をもつ｡ツキノワグマは｢単独｣生活をし,縄張りは特にない｡両者とも広い行動圏を持つ｡両者と



も秋には河畔林のミズナラ林にてドングリ堅果を食べ,冬に備える｡ニホンザルは雪中にて越冬

し,冬でも餌をとる｡ツキノワグマは･冬は樹洞などへ入り,冬眠を行う｡越冬後は,山の植物を主
に食べ･広い範囲を餌を求めて活動する｡こ卒ンザルでは群れの中心のメスを描獲,ツ.彰フグマ
では捕獲した各個体にそれぞれテレメ∵クーをつけ,その行動を追った｡ニホンザルは山麓から
亜高山帯まで生息する29群と亜高山帯から高山帯までを利用している8群,ツキノワグマは亜高
山帯･高山帯で捕獲した19頭を追いかけた｡ニホンザルは,松本平と接する山地帯から,亜高山

帯●高山帯にいたる様々な生息環境をすべて利用している｡とくに,冬,寒冷多雪地への適応能
力はすぐれたものであることが判った｡しかし･非積雪期に亜高山帯,.高山帯を利用する群れは

嘩雪期には標高を下げて,､さらに厳寒期の冬期には落葉広葉樹林に生活の場を依存していた｡
そこで･中部山岳地帯で;ホンザルの生存は･落葉広葉樹によって保証されていると判断した｡

一方,ツキノワグマでは,亜高山帯･高山帯に生息する個体は,秋期には標高を下げて落葉広
葉樹林(河畔林のミズナラ林)で,冬眠に備えての貯食を行う｡この秋の食物条件によりツキノワグ

マ繁殖成功率が決定されていると判断した｡
これらの生態学的情報を基に･北アルプスでのこれら大型哺乳類の個体群の保全をするには,･

山岳生態系にのみならず,山麓を含めた広範囲の保全策が必要である｡そのため,里地での人
との接触による駆除対策などに頼らず,積極的に落葉広葉樹林の管理･保全を考える必要がある
と提言している｡

一方で,これらの基本的なデータは高く評価され,ニホンザルやツキノワグマ共に,｢長野県の野生動
物保護管理計画｣の基礎データとして,すでに活用されている｡

各審査委負からの質問にも的確に答え,また学力筆記試験結果も高得点であった｡審査委員会は,本

研究の成果ならびに学力試験の結果から岐阜大学大学院連合農学研究科の論文博士の学位に十分
な価値を有していることを全員一致で認めた｡
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